
◆法令で定められた年齢に達していない人がギャンブルを 

することは認められていません。 

◆仕事がうまくいかないストレス、ビギナーズラック 

など、誰にでもあるようなちょっとしたきっかけで、 

ギャンブル等依存症になってしまう可能性があります。 

◆ギャンブル等依存症になってしまうと、借金をするのは 

 問題だと分かっていてもやめられなくなってしまいます。 

●借金の肩代わりは禁物です。ご本人の 

立ち直るきっかけを奪ってしまいます。 

●ご本人の状況に振り回され、周囲の方 

も不健康な思考に陥ることのないよう 

にしましょう。 
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 周りに嘘をついてギャンブルをしていませんか!?

～ギャンブル等依存症はご本人や周囲の方に深刻な影響を及ぼします～ 

 

★借金の問題の相談窓口 

すみだ消費者センター☎5608-1773 

・必要に応じて専門機関を紹介 

・対象は、区内在住･在勤･在学の方 

 

★こころとからだの健康相談窓口 

向島保健センター ☎3611-6135 

本所保健センター ☎3622-9137 

・来所・訪問による相談は要予約 

・対象は、区内在住の方 

 

 

 



 

 

【相談事例】                               

 「ラグビーワールドカップ２０１９日本大会」の観戦チケットを購入しようと思い、イ

ンターネット検索サイトで上位に表示された販売サイトで観戦チケット２枚を注文し代

金をクレジットカードで決済した。公式サイトで購入したと思っていたが、海外のチケッ

ト転売仲介サイトで申し込んだことがわかった。公式サイトには、公式サイト以外のウェ

ブサイトで購入したチケットは無効とされ使用できないと書かれている。チケットを解約

したいが事業者と電話で連絡がとれない。 

【アドバイス】                     

「ラグビーワールドカップ２０１９日本大会」の公式販売サイトでは、「非公式チケッ

ト販売サイトで販売されているチケットは利用できない」と注意喚起されています。汎用

検索サイトで検索すると、上位に海外のチケット転売仲介サイトなどの非公式サイトが表

示されるので注意が必要です。 

 海外のチケット転売仲介サイトは、トラブルになっても連絡をとるのが難しく交渉が難

航する場合が多くなっています。事例のように、事業者と電話で連絡が取れないと消費者

センターでは交渉できません。誤って転売仲介サイトでチケットを申し込んでしまった場

合は、事業者に、非公式サイトのチケットは無効だとメールフォームで伝え、キャンセル

を申し出てみましょう。 
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